
 社会福祉法人  三徳会 会報  【令和４年度事業の報告】  

 

令和５年９月  １日  

 関係各位におかれましては、平素よりご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。  

 令和４年度の事業の概要について、以下のとおりお知らせいたします。  

１ ，  事業報告  

①  法人本部：  理事会４回、評議員会１回開催しました。決算理事会において、監事から健全に運営され

ている旨の監査結果が報告されました。十和田めぐみ保育園園舎整備時の福祉医療機構借入金、元

金本年度分返済額  1,050,000 円を償還しました。みきの保育園敷地を十和田市より取得しました。  

②  十和田めぐみ保育園：  105 名定員で 3 月末の入所児童数は 109 名。年間平均入所率は 99.3%でした。

3 月末の全職員数は 35 名でした。豊川美智子新園長のもと、感染症の影響も比較的少なく、行事等は

やや縮小しましたが、園の特色である縦割り保育も年度後半に復活しました。職員間の協力体制も良く、

楽しく園生活を送れました。だいじとの連携や意思疎通、共通の研修も円滑になってきました。園庭に屋外

シャワーを設置して、3 歳未満児の外遊び後のシャワーが容易になりました。  

③  みきの保育園：105 名定員で 3 月末の児童数は 93 名、年間平均入所率は 90.3%でした。3 月末の職員数

は 26 名でした。感染対策のため行事や保育に若干の制限はありましたが、概ね元気で楽しく過ごすことが

できました。だいじに運営資金を繰り入れました。保育研修に力を入れました。LP ガス振興センターより 8 百

8 万円の補助金を得て、非常災害対策と空調設備改修の両立を測る災害バルク設置と LP ガス空調設備

設置の改修事業を行いました(1,788 万円 )。積立金からの支出によって、十和田市より園舎敷地を取得しま

した。これにより運営基盤が強化されました。市の中心部に位置する認定こども園として、子育て支援の機

能を活用していきたいです。 

④  だいじ：登録人数は増加してきましたが、感染症が流行すると利用人数が大きく減少するなど、運営はまだ

不安定でした。また、公認心理士、作業療法士、保育士と専門職種を揃えていることで人件費支出が大き

く、みきの保育園より運営費の援助を受けました。ご利用頂く児童やご家族の支援に加えて、利用児童の

所属園や各仲よし会への訪問支援を通して、よりよい支援ができるように努めました。アンケートからはだいじ

からの情報発信が少ないことが指摘されたので、おたよりや保護者会開催に努めます。また、職員研修を強

化して支援の向上を図り、また、所属する園や仲よし会等のお役に立てるように一層力を付けたいです。 

⑤  地域子育て支援センター：工藤美賀子新センター長のもとで、創意工夫に富んだ楽しい子育て支援を行い

ました。市現代美術館展示施設の正面にある利点を活かして、アート活動にも力を入れ、楽しんでいただき

ました。また、ファミリーサポートセンターと協力して、地域への子育て支援を行いました。 

⑥  地域健全育成事業 (ちとせ小学校仲よし会）： 3 月末で 145 名の在籍でした。9 名の支援員に加えて、シル

バー人材センター派遣の支援員補助員を活用しています。新型コロナウイルスの感染が発生して、学校と

連動して最低限の単位閉鎖等がありました。また、職員の指定が感染したことにより職員が休む事態が数回

ありました。概ね楽しく過ごすことができました。 

⑦  ファミリーサポートセンター事業：当該年度を以て事業を終了しました。支援会員のなり手不足が数年来の

課題であり、社会福祉協議会などの公共性が高い機関が受託した方が良いと市や社協に提案してきたとこ

ろ、NPO 法人ハピたの様が受託することに決定しました。年度後半には、円滑な業務の継続のために引継

業務を丁寧に行いました。 

☆職員一同、これからも研鑽を重ねます。どうぞよろしくお願い申し上げます。  
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